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２０２３年度 履修ガイダンス資料                2023.3 五丁龍志 

 

弁理士試験を突破しよう 

 

皆さん、こんにちは。皆さんがご存じの通り、知的財産については、「プロの証」として「弁

理士」という難関国家資格があります。 

皆さんがご存じの通り、一昨年より弁理士試験対策の支援体制を一新したことにより、2017 年

には学部創設以来初の在学生の弁理士試験合格者が複数生まれ、その後毎年、在学生の弁理士

試験合格者がでています。このように学内にある弁理士試験合格支援の仕組みをフル活用す

ることで、在学中に弁理士試験に合格できることが既に証明されています。 

この環境を活かし、学生時代のうちに、あなたの将来に大きく貢献する「強力な武器＝弁理士

資格」に向けて本気で取り組み始めませんか？知的財産の知識とスキルを活かして将来活躍す

るのであれば、どこかで目指すこととなる資格です。時間の自由がきく学生時代から取り組む

ことで合格をたぐり寄せることができますし、そのような「本気の取り組み」は皆さんの就活

においても「ガクチカ」として役立つ内容になるはずです。 

あなたの人生に大きな影響を与える、勇気ある「覚悟」と「決断」をここで真剣に検討してみ

ましょう。 

（ここに記載された支援体制は、皆さんが卒業した後にも一部を利用していただくことができ

るようにしていますので、在学中のみならず、皆さんの卒業後のチャレンジも大学は応援しま

す。【卒】マーク参照） 

 

 

【Ａ】 弁理士試験について 

近年の合格率は５％前後の知的財産に関する超難関国家資格です。 

弁理士になるためには、毎年１回行われる弁理士試験に合格することが必要です。 

弁理士試験は、一次試験である【短答式試験】、二次試験である【論文式試験】、三次試験

である【口述試験】からなり、前段階の試験に合格した者のみが次段階の試験を受験する

ことができます（本学知的財産専門職大学院の修了による部分的な免除制度はあります）。 

各試験の実施時期と合格発表時期（カッコ内）はおおよそ下記の通りです。 

短答式試験（一次試験）：5月中旬〜下旬（6 月上旬） 

論文式試験（二次試験）：7月上旬〜中旬（9 月下旬） 

口述試験（三次試験） ：10月中旬〜下旬（11月上旬） 

 

 

弁理士試験にチャレンジする学生、迷っている学生は、下記の内容を説明します。 

日時： ４月４日（火）教室と時間は掲示等で追って公示します。 

内容：① 弁理士と弁理士試験 

② 本学の弁理士試験受験の支援体制 

弁理士試験受験特別講座（略称：弁理士講座） 

知的財産法総合入門 I・II 知的財産総合応用 I・II 

（弁理士試験の受験者を目指す初学者向きの科目） 
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受験料補助、合格奨励金等 

連絡先：メール（tatsushi.gocho@oit.ac.jp）もしくは五丁研究室（1号館 10 階）まで 

 

【Ｂ】 知的財産総合入門Ⅰ・Ⅱ＆知的財産総合応用Ⅰ・Ⅱの聴講 

知的財産学部の講義には、弁理士試験をターゲットとした科目はありませんが、学習事項、

習得知識とスキルの面から、下記４科目は実質的には弁理士試験のために必要とされる基

本が網羅されています。 

 

１．科目名： 知的財産総合入門Ⅰ（前期、選択１単位、２～４年生対象、水曜５限） 

知的財産総合入門Ⅱ（後期、選択１単位、２～４年生対象、水曜５限） 

知的財産総合応用Ⅰ（前期、選択１単位、３～４年生対象、金曜５限） 

知的財産総合応用Ⅱ（後期、選択１単位、３～４年生対象、金曜５限） 

２．内容 

これらの４科目は、弁理士試験の出題範囲である知的財産法全法域を網羅する基本科

目です。必要最低限の基礎知識の習得を目指した科目であるとともに、法律解釈や法

的思考の基礎を固めることに重点を置いた科目です。 

在学中の弁理士試験合格を目指すのであれば、出席・聴講（該当年次に履修を行って

ください：何度でも受け直してください。）し、徹底的に基礎を鍛えてください。 

講義には、毎年出席している学生が多数のため、毎年難易度や内容・解説方法を変え

ながら進められています。知的財産総合入門Ⅰ、Ⅱ、知的財産専門資格Ⅲ、Ⅳはセッ

トになっており、全て受講して初めて全体が網羅される構成となっています。 

弁理士試験にチャレンジする学生は 4 科目をすべて受講してください。 

 

３．その他 

（１）科目の位置づけ 

 知的財産総合入門Ⅰ・Ⅱ、知的財産総合応用Ⅰ・Ⅱはセットになっており、全て受講し

て初めて全体が網羅される構成となっています。 

弁理士試験にチャレンジする学生はすべて聴講・履修を問わず受講してください。 

注：2022 年度からは、これら４科目は大学院進学をする学生は卒業までに履修し合格すること：進学のための要件で

はありませんが、大学院ではこの講義で学んだことは全て理解している前提で講義が進められることとなります。 

（２）講義内容 

特許法、実用新案法、意匠法、商標法、不正競争防止法、著作権法、条約類について 

基礎知識を講義し、かつ条文の趣旨等を詳細に解説します。 

（３）講義のレベル 

①弁理士試験（特に一次試験及び二次試験）で出題頻度の高い条文・規定の解説が網羅されて

います。これらの講義は、普通の授業より内容が高度ですが、わかりやすく入門レベ

ルから解説を行うため、初学者でも十分について行くことが可能です（昨年も１年次

から受講している先輩が大勢います）。結果として、１年次から聴講した学生は、２年

次以降に学習する専門科目の理解度も格段に上がっています。 

②予習は都度指示をします。復習は必須です（講義の録画と資料は全て Google Classroom

にアップされますので、復習に役立てることができます）。 

（４）教科書・参考書 
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シラバスに教科書・参考書を記載しています。法律・条約は時々改正されるので、シラバ

ス記載の書籍を購入するときは最新版を購入してください。 

４．ガイダンス 

４月 7日（金）５限の「知的財産総合応用 I」の第１回講義時及び４月１２日（水）５限の

「知的財産総合入門 I 」の第１回講義時に、知的財産総合入門Ⅰ・Ⅱ、知的財産総合応用

Ⅰ・Ⅱのガイダンスをします。聴講する学生はシラバスを一読のうえ必ずどちらかに出席

してください（Google Classroomの登録のための情報も案内します）。 

 

【Ｃ】 弁理士試験受験特別講座（通称：弁理士受験会）の受講 

日時：2023 年 4 月 8 日（土）～2024年 3月 9日（土）、13:20～16:30（例外あり） 

場所：１号館８階 情報演習室２ 

内容：講義 72コマ（1コマ 90分で 1回に 2コマ実施）、模擬試験 4回、 

毎週の講義について： 

  ①事前配布する予習問題を各自で回答。 

  ②当日は、予習問題のポイントを取り上げて解説するとともに、法律上の問題点・重

要ポイントを議論・講義します。 

  ③復習は、問題集（各自で購入していただきます）の該当範囲の問題を回答、チェッ

ク。 

講師は弁理士（本学 OB、後述の知財塾 OB他）が担当します。 

 

【Ｄ・Ｅ】 弁理士試験受験特別講座ミドルコース・アドバンスコースの受講 

曜日時間：火曜日 17:00～19:00（例外あり） ミドル/アドバンス隔週開催  

場所：１号館９階 大学院セミナー室２（予定） 

内容：講義それぞれ 25 コマ程度（1コマ 120分実施） 

毎週の講義について： 

  ①前週に予告した範囲について基礎的事項を予習。 

  ②当日は、条文上の解釈や論点を即答形式で確認し、議論を行う。 

  ③知的財産法（弁理士試験の論文試験の範囲）に関する論述練習 

  ④該当範囲の論点と基本事項をノートにまとめて定着させる。 

【Ｃ】の弁理士受験会と【Ｆ】の知財塾で１年間以上学習して基礎力を十分に身に

つけた学生を対象とした発展コースです。内容は、弁理士試験二次試験（論文試験）・

三次試験（口述試験）を視野に入れた少人数ゼミです。【Ｃ】【Ｆ】の受講者の中か

ら指名・選抜形式で対象者を選定します。 

 

【Ｆ】 知財塾の受講 

こちらは五丁が 2012 年 4 月より毎週土曜日に開催している私的な勉強会です。 

社会人も参加しており、弁理士試験突破のレベル感を実感しながら切磋琢磨できる場とな

っており、現在は、弁理士試験を目指す学生の「基礎講座」的位置づけとなっています。

運営は社会人メンバーからの支援で行われています。 

日時：2023 年 4 月 8 日（土）～2024年 3月 30日（土）、9:30～12:30（例外あり） 

   在学中は参加費無料。年末（12/30）～正月（三が日）に土曜日が該当する場合以

外は原則として休みはありません（例外的に、他に休みとなることはあります）。 
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場所：１号館８階情報演習室１ 

内容：講義 50〜53コマ（1コマ 180分） 

毎週の講義について： 

  ①弁理士受験機関などで使用しているテキストを使用します。 

  ②テキストと条文に沿って、法律内容の理解を徹底的に磨きます。 

  ③午後には有志で勉強会を実施・弁理士受験会に参加しています。 

講師は原則五丁が担当します。 

 

【Ｇ】 自主勉強会の開催 

2023 年度は木曜日４限（15:20〜17:30）の時間帯 （未確定）に、２、３年生主導の勉強

会を開催します。１年生の参加は大歓迎です。上級生とともに、基礎を徹底的に定着する

場です。各法律条文を取り上げ、内容の理解と基本事項のチェックを中心に進めます。 

 

日時：2023 年 4 月 13 日（木）開講、17:30～19:30（仮：曜日時間は都度学生間で調整） 

場所：１号館９階 大学院セミナー室２（予定） 

内容：基本書のチェックと条文のチェック、理解を深める討論他 

毎週木曜日開講。スケジュールや内容は全て参加者で決定して、成長する場です。 

 

※ 弁理士受験会の予習会も実施します。2023 年 4 月 10 日（月）５限（17:10〜）（仮） 

 

金銭的な支援【在学中のみ※】 

受験料 1.2万円支給、短答合格奨励金 6万円支給※※、最終合格は更に 30万円支給 

 ※  原則として弁理士受験会における模擬試験を受験している学生を対象 

 ※※ 短答合格奨励金は１回のみ支給。 

 

まとめ 

弁理士試験を検討してみようという学生、迷っている学生は、 

知的財産学部 五丁龍志 

研究室：１号館 10 階 

メールアドレス：tatsushi.gocho@oit.ac.jp 

まで気軽にご相談ください。 

社会人になり、知的財産を取り扱う職に就いた際に、資格が必要と感じることも多く、必ず

「学生時代に勉強しておけばよかった」と後悔します。将来に備えたい学生は、悩んでいて

も始まりません。必ず相談して、その上で判断してください。自分では無理だ、合格はでき

ないと思っている人もいるかもしれません。しかし、長年の経験から、基礎からしっかりと

しかし徹底的継続的に身につければ「誰でも合格できる」のが弁理士試験です。一方、独学

での合格は極めて困難です。自分の武器を作るために、本気で取り組んでみませんか？ 

 

                  ＜以上＞ 


